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面
も
も
と
よ
り
興
り
つ
つ
あ
る
こ
と
な
ど
は
結
篠
で

あ
る
が
、
要
す
る
に
枝
葉
末
節
に
走
ら
ず
そ
の
根
幹

た
る
逝
義
に
一
貫
せ
ん
こ
と
を
一
同
望
む
こ
と
を
語

り
合
っ
た
。
尚
川
村
氏
の
随
感
随
想
一
‐
淫
尊
と
民
主

主
義
」
が
弘
道
六
月
雛
に
記
載
さ
れ
た
。
因
に
常
地

も
昨
日
も
今
日
も
梅
雨
空
な
が
ら
、
さ
す
が
に
暑
気

は
一
段
と
加
は
っ
て
来
た
こ
と
で
あ
る
。

○
松
江
支
言
報
告

五
月
三
十
一
日
午
后
一
時
か
ら
、
役
員
倉
を
松
江

市
東
本
町
五
丁
目
青
山
支
曾
長
邸
に
ひ
ら
い
た
、
出

席
者
、
青
山
支
含
長
、
正
井
、
原
雨
顧
問
、
西
山
、

西
尾
、
佐
藤
、
瀧
川
、
酒
井
、
平
井
の
六
幹
事

次
の
事
項
に
つ
き
協
議
を
行
っ
た
。

１
、
明
和
廿
八
年
度
の
議
定
事
項

２
、
同
前
溌
算
の
件

３
、
決
算
報
告
の
件
（
自
昭
和
二
十
七
年
四
月
一

日
至
昭
和
廿
八
年
三
月
汁
一
日
〕

４
、
支
曾
報
溌
行
の
件

一

平
井
幹
事
に
て
編
纂
次
の
各
項
を
各
氏
に
依

嘱（
イ
〕
偶
感
…
青
山
支
含
長
〔
ロ
）
溌
算
、
決

算
：
・
瀧
川
幹
事
〔
○
記
事
録
…
平
井
幹
事

（
己
日
本
弘
道
倉
一
覧

５
、
支
含
員
名
簿
調
製
の
件

６
、
秋
季
総
含
開
催
の
件

右
維
っ
て
互
に
胸
襟
を
ひ
ら
き
つ
入
茶
菓
に
て
懇
談

を
行
ひ
、
午
后
四
時
半
散
倉
し
た
。

○
成
木
支
曹
報
告

成
木
支
含
は
九
州
の
大
水
害
に
封
す
る
同
情
金
壷

千
圃
也
の
透
余
方
を
、
本
村
役
場
に
寄
託
し
た
。

含
員
中
村
氏
は
、
七
月
四
日
本
村
教
育
含
主
催
の

道
徳
敦
育
推
進
に
閥
す
る
含
議
を
傍
聴
、
教
育
長
よ

り
感
想
の
溌
表
を
求
め
ら
血
た
る
も
、
傍
聴
人
の
立

場
よ
り
意
見
の
溌
表
は
遠
慮
し
、
一
般
の
道
徳
教
育

に
付
左
の
如
く
述
べ
お
。
私
の
教
育
鯉
は
、
智
育
、

徳
育
、
盤
育
か
鼎
立
併
推
せ
な
け
れ
ば
完
全
な
教
育

と
は
言
い
得
な
い
と
思
ふ
の
で
あ
る
が
、
明
治
維
新

以
来
欧
米
文
化
の
採
り
入
れ
に
急
な
り
し
た
め
、
智

育
に
術
重
、
明
治
の
末
期
頃
よ
り
盤
育
も
重
澗
さ
れ

て
来
た
の
で
あ
る
が
、
最
も
大
切
な
徳
育
か
閑
却
さ

れ
て
来
た
こ
と
を
如
何
に
も
遺
憾
に
思
っ
て
居
た
、

本
村
に
於
て
は
斯
の
鮎
に
着
目
、
今
日
の
様
な
酋
議

を
開
催
検
討
さ
れ
る
こ
と
は
拘
に
嬉
し
い
こ
と
で
、

感
激
致
し
居
る
次
第
で
あ
る
、
御
読
道
徳
の
基
準
を

何
所
に
置
く
か
と
言
ふ
こ
と
は
、
時
代
の
流
れ
と
そ

の
国
々
時
に
よ
り
多
少
の
相
違
は
あ
ろ
う
が
、
私
は

時
代
を
超
越
し
園
境
を
超
越
し
た
そ
し
て
一
般
常
識

を
以
て
判
断
し
得
る
程
度
の
、
例
へ
ば
経
済
的
に
も

時
間
的
に
大
し
た
犠
牲
を
梯
は
ず
に
、
他
人
の
鴬
に

も
祇
含
の
偽
に
も
億
す
雪
へ
き
こ
と
と
、
反
封
に
鴬
す

間
敷
き
こ
と
を
先
づ
以
て
資
賎
す
る
こ
と
を
採
り
上

げ
た
い
、
そ
こ
で
迩
徳
と
は
何
ぞ
や
、
之
を
分
析
す

れ
ば
敬
と
、
愛
と
、
智
に
よ
っ
て
構
成
し
て
居
る
と

恩
は
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
之
が
酒
養
に
協
力
し
た

い
、
筒
政
治
は
最
高
の
道
徳
な
り
と
言
ふ
位
で
あ
る

か
ら
勿
論
の
こ
と
、
経
済
も
産
業
も
道
徳
の
基
礎
の

上
に
建
設
し
な
け
れ
ば
安
定
は
保
た
れ
ぬ
、
更
に
現

在
我
が
園
に
於
て
叫
ば
れ
て
居
る
こ
と
の
一
は
、
細

済
自
立
で
あ
る
が
、
完
全
な
輝
涛
自
立
は
闘
民
精
神

自
立
が
前
提
で
あ
る
、
精
祁
の
自
立
を
固
る
に
は
道

徳
教
育
の
振
興
が
緊
要
で
あ
る
。
こ
の
意
味
に
於
て

今
日
の
含
議
は
墓
に
有
意
義
で
あ
っ
て
、
傍
聴
さ
せ

て
頂
た
こ
と
を
深
く
感
謝
し
、
更
に
乃
木
潜
軍
が
畢

習
院
長
時
代
院
長
官
舎
に
住
は
ず
、
寄
宿
舎
を
次
ぎ

か
ら
次
ぎ
へ
と
畢
生
と
寝
食
を
共
に
し
、
行
動
を
以

て
善
導
せ
ら
れ
た
こ
と
な
ど
は
今
日
の
時
代
に
於
て

は
態
か
わ
か
ら
ぬ
が
、
卿
か
な
り
と
御
参
考
に
も
な

れ
ば
幸
推
で
あ
る
と
述
べ
結
ひ
の
言
葉
と
し
た
。

Ｏ
豊
岡
支
倉
報
告

三
○
四
回
常
曾
。
六
月
二
十
八
日
午
後
一
時
半
よ

り
群
雲
館
に
開
い
た
。
繁
田
。
抜
井
。
割
田
。
、
鈴
木

く
ら
子
。
近
藤
。
北
田
。
野
平
香
峰
氏
。
〔
千
葉
。

東
部
支
命
含
計
理
事
）

「
自
然
を
愛
す
る
日
本
人
」
鈴
木
栖
闘

『
日
本
人
ほ
ど
、
自
然
を
愛
す
る
民
族
は
な
か
ら
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う
。
押
惟
と
な
っ
て
し
ま
っ
て
ゐ
る
か
ら
や
わ
れ

ｊ
‐
＼
は
、
さ
ほ
ど
に
想
は
ぬ
の
で
あ
る
が
、
日
本

人
の
脈
宅
は
、
内
然
の
奇
景
絶
勝
を
採
り
入
れ
た

庭
刷
へ
と
、
お
の
零
つ
か
ら
つ
づ
く
。
庭
園
を
離
れ

て
は
日
本
住
宅
の
設
計
は
成
り
立
た
な
い
。
日
常

用
う
る
下
駄
さ
へ
も
、
あ
れ
を
、
玄
闘
の
延
長
で

あ
る
と
細
ら
れ
ぬ
こ
と
は
な
か
ら
う
。
ま
た
、
い

蕊
せ
き
賎
が
伏
膝
と
い
へ
ど
も
、
か
な
ら
ず
、
床

の
川
が
し
つ
ら
へ
て
あ
り
、
こ
れ
に
山
水
の
撚
幅

淀
掛
け
て
、
心
ゆ
く
ま
で
、
そ
の
逸
趣
を
鍛
批
す

る
し
く
み
に
な
っ
て
ゐ
る
。
居
室
の
そ
と
、
う
ち

す
母
へ
て
が
、
い
み
じ
く
も
、
向
然
の
中
へ
群
け
こ

ん
で
ゆ
か
ね
ば
や
ま
ぬ
と
い
ふ
の
だ
。
か
の
、
盆

栽
や
、
姉
庭
な
し
｜
は
、
日
本
民
族
の
お
く
ゆ
か
し

い
天
性
を
、
枇
庇
に
は
た
ら
か
し
た
仙
界
最
商
の

蕊
術
州
と
い
っ
た
と
て
、
だ
れ
、
ひ
と
り
、
こ
れ

に
抗
議
す
る
も
の
は
あ
る
ま
い
。
日
本
人
は
、
枇

界
唯
一
の
間
然
を
愛
す
る
収
族
で
あ
る
。
』

Ｏ
川
越
支
含
報
告
（
七
月
分
）

支
含
狸
松
倉
秋
之
助

公
銃
戦
業
に
従
事
す
る
者
は
、
多
く
の
老
少
一
男
女

に
日
常
密
接
す
る
の
で
、
そ
の
人
の
人
栴
的
の
教
化

は
変
に
大
な
る
も
の
で
あ
る
、
日
本
弘
泣
命
川
越
支

含
員
は
何
れ
も
公
益
事
業
に
献
身
的
に
従
萌
し
て
居

る
開
係
で
、
常
に
多
数
の
人
々
に
接
し
つ
上
あ
る
の

で
、
各
称
員
側
身
の
迩
徳
仙
人
桁
が
た
の
含
貝
の
言

行
に
瓢
は
れ
て
、
そ
の
接
脳
す
る
多
く
の
人
々
に
封

し
て
或
は
仙
々
に
叉
は
集
川
的
に
近
徳
教
化
を
及
ぼ

し
そ
の
効
果
は
笈
に
偉
大
で
あ
る
。

淀
の
例
と
し
て
、
含
典
が
民
生
委
貝
と
し
て
雌
派

上
の
援
護
を
受
く
る
者
に
封
し
、
或
は
保
誰
可
と
し

て
司
法
上
の
被
保
護
者
に
封
し
〔
少
年
井
に
成
人
）

蒜
く
は
人
権
擁
護
委
員
と
し
て
人
椎
擁
護
を
必
要
と

す
る
者
に
封
し
又
は
調
停
委
員
と
し
て
訓
停
常
躯
者

に
封
し
、
側
治
剛
慨
の
民
生
課
員
と
し
て
或
は
係
触

課
員
と
し
て
胤
流
剛
慨
の
長
と
し
て
、
市
称
議
貝
町

村
称
磯
貝
と
し
て
市
町
村
民
に
封
し
、
或
は
教
育
委

員
と
し
て
教
育
関
係
者
に
封
し
、
又
は
小
中
商
畢
校

の
教
員
と
し
て
雌
徒
に
封
し
、
若
し
く
は
公
比
伽
此

し
て
砥
愈
教
育
開
係
に
、
祁
職
と
し
て
氏
子
そ
の
他

に
封
し
、
僧
州
と
し
て
椛
徒
信
徒
そ
の
他
に
封
し
、

悪
師
蕊
州
師
と
し
て
身
棚
の
不
健
康
春
に
封
し
、
法

律
家
と
し
て
法
律
州
係
群
に
封
し
、
弁
祁
の
雄
族
業

者
に
し
て
凪
含
生
活
上
も
各
滞
川
者
に
封
し
、
そ
の

外
各
和
正
業
の
従
覗
者
に
し
て
そ
の
開
係
考
に
封
し

蓋
し
く
は
茶
迩
花
迩
の
教
師
そ
の
他
美
術
工
蕊
錬
に

従
事
し
て
多
く
の
人
々
に
封
し
て
多
一
く
の
人
々
に
正

し
く
美
は
し
く
感
化
を
及
ぼ
し
そ
の
迩
徳
教
化
の
力

は
日
本
弘
通
念
の
迩
徳
高
揚
の
主
我
方
針
に
ふ
さ
わ

し
き
樹
向
の
も
の
で
あ
る
。

今
や
川
魚
の
郷
勢
は
遡
徳
尊
並
の
度
を
商
必
つ
つ

あ
る
の
で
、
日
本
弘
辿
命
員
と
鴬
る
こ
と
を
日
本
人

の
誇
り
と
し
て
Ⅲ
蕊
入
称
希
望
寺
族
出
し
、
細
介
者

何
れ
も
責
任
を
正
ん
じ
て
恨
亜
詮
談
し
て
入
称
の
手

続
を
致
し
居
る
を
術
と
す
る
。
本
月
も
入
倉
券
あ
っ

た
。

術
ほ
又
含
我
に
つ
い
て
は
、
本
命
の
曾
我
も
支
街

の
曾
我
も
曾
員
燕
っ
て
排
込
み
、
次
期
年
度
の
分
ま

で
も
昨
年
度
に
於
て
郷
込
み
た
る
も
の
も
あ
り
、
本

年
度
に
於
て
も
全
員
抑
込
完
全
、
支
命
に
於
て
は
本

愈
か
ら
の
杵
迩
交
付
金
は
Ⅲ
く
僻
退
し
て
受
け
な

い
。
支
部
の
財
政
は
命
山
全
部
の
協
力
で
一
僻
と
充

焚
弧
川
を
加
へ
、
如
何
な
る
善
美
の
事
業
を
鰯
す
に

も
溌
算
に
不
足
を
告
ぐ
る
こ
と
が
な
い
、
支
含
の
称

計
幹
事
佐
佐
木
丈
識
氏
〔
川
越
市
教
育
委
員
含
副
含

握
の
現
職
に
在
り
〕
同
幹
誰
小
宿
木
教
吉
氏
〔
川
越

市
中
央
公
民
伽
主
事
の
現
雌
に
あ
る
）
附
愈
計
幹
調

が
責
任
を
負
っ
て
硫
液
に
財
政
虚
理
の
術
に
倣
っ
て

い
る
。
か
よ
う
な
好
き
妖
態
で
川
越
支
命
の
前
途
は

庇
に
洋
々
た
り
。

ｌ
渓
ｌ
渓
ｌ
〆
Ｉ
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’
一
金
五
千
Ｍ
（
西
日
本
水
審
の
義
指
令
）Ⅱ

本
弘
道
念

○
朝
鮮
休
戦
と
中
共
承
認
問
題

東
大
教
授
・
法
畢
博
士
柿
川
掩
雄

○
楽
し
い
生
活
の
工
夫

共
立
女
子
大
教
授
徳
山
敬
子

一
企
壷
面
敢
拾
川
也
（
寄
附
）

埼
玉
蝶
石
川
奈
美
子

一
金
萱
千
側
也
（
寄
附
）

○
肺
階
蛎
江
名
支
命
識
淡
禽
名
月
五
日
）

暑
中
御
伺
ひ
申
上
げ
ま
す

ｎ
本
弘
道
称
職
員
－

１
１
１
１
，
１
～
Ｉ

金
日
生
ロ

東
京
都
野
川
左
衛
子 Ⅲ

で
の
大
水
群
は
、
誠
に
同
情
に
堪
へ
な
い
所
で
、
殊

に
同
地
方
の
念
員
諸
荊
に
は
、
誌
上
で
心
か
ら
御
見

舞
を
巾
上
げ
ま
す
。
泣
甑
に
蜂
と
叩
す
ミ
ヘ
き
か
、
閏

破
れ
て
第
一
歩
か
ら
の
幽
家
復
興
途
上
、
残
念
の
挑

み
で
す
。
も
と
よ
り
火
災
で
あ
り
、
一
面
に
は
人
蛎

的
な
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
徒
に
天
を
憾
ま
ず
、
人

を
怨
め
ず
、
素
直
に
天
の
戒
め
と
し
て
、
同
胞
力
を

協
せ
て
、
今
後
に
術
へ
た
い
も
の
で
す
。

○
本
雛
は
多
数
の
諸
先
生
方
の
御
協
力
を
得
て
、
随

感
随
想
に
或
は
、
ｒ
皿
Ａ
、
数
育
委
貝
、
瀧
法
等
の

蛮
際
上
の
教
育
に
鯛
す
る
間
麺
か
ら
、
ｌ
父
子
の

問
題
、
男
女
交
際
の
問
題
等
の
家
庭
的
な
こ
と
零
盛

り
津
山
で
、
頁
も
例
月
よ
り
も
多
く
、
夏
季
輔
刊
雅

と
な
り
ま
し
た
、
然
も
含
貝
諸
瀦
か
ら
の
雄
も
あ
り

ま
す
の
で
、
な
る
べ
く
平
易
に
と
心
掛
け
て
善
い
て

頂
き
ま
し
た
の
で
、
さ
や
う
な
要
求
の
方
に
も
定
め

し
御
浦
地
が
裾
ら
れ
る
こ
と
と
存
じ
ま
す
。
暑
中
樹

蔭
涼
風
を
入
れ
て
御
味
漬
を
お
願
ひ
叩
上
げ
ま
す
。

煽
濁
だ
よ
り

○
暑
中
御
見
舞
叩
上
げ
ま
す
。
切
に
命
員
弁
位
の
御

自
愛
を
術
り
ま
す
。

○
本
年
の
夏
は
徒
に
梅
雨
期
が
遅
く
、
や
上
鍵
調
が

心
配
き
れ
ま
す
味
、
西
日
本
及
紀
州
地
方
等
の
相
次

③
■
，
ｂ
且
■
Ｃ
Ｌ
●
ｂ
や
し
’
の
’
一
Ｆ
Ｐ
。
■
も
凸
Ｆ
４
Ｂ
凸
■
《
阜
巳
■
』

す
る
外
に
種
令
の
特
典
あ
り
や
規
則
群
は
蝿
券
拾

同
封
入
の
方
に
送
付
す
。

昭
和
二
十
八
年
八
月
一
日
蕊
行

東
京
都
千
代
田
畷
西
抑
旧
ニ
ノ
一

癖
痴
嘩
割
田
斧
二

東
京
都
千
代
田
瞳
神
田
紳
保
町
三
ノ
十

印
刷
人
春
山
治
部
左
衛
門

東
京
都
千
代
田
旺
紳
田
祁
保
町
三
ノ
十

印
刷
所
（
東
京
豊
ｅ
共
立
牡
印
刷
所

東
京
都
千
代
田
瞳
西
紳
田
二
ノ
ー

弘
通
含
入
含
手
絞

一
ケ
年
含
饗
金
百
或
拾
側
を
抑
込
み
入
含
の
手
紙

を
と
る
こ
と
。
含
貝
に
は
雑
誌
弘
通
を
無
料
配
布

○
本
誌
騰
告
の
件
に
つ
い
て
は
、

本
命
糊
靴
祁
へ
御
相
談
を
乞
ふ
。Ｉ

弘
道
責
債
一
冊
金
参
拾
園
也

Ｉ

東
京
都
千
代
田
瞳
西
祁
田
二
ノ
ー

確
蔀
蝿
日
本
弘
道
曾

電
話
九
段
九
番

振
替
口
座
東
京
皇
軍
番

日
本
出
版
協
含
曾
員
番
雛
Ｂ
二
四
兄

I

’


